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1.はじめに	 
	 近年,音楽視聴機器のハイテク化によって個人

が一人で視聴する機会が増えた.また,インター

ネットの普及によって,様々なジャンルの曲が聴

けるようになり音楽嗜好の細分化が進んだ.一方,

音楽を「みんなで共有,共感する」体験が得られ

るライブエンターテイメント市場は年々盛り上

がりを見せている.[1]	 

	 このことから音楽の視聴方法は個人化が進んで

いるが,リスナーは,音楽を通じて他者との交流

を望んでいるのではないかと考えた.そこで,社

会的な交流が可能な SNS と音楽と連携させる事

で,音楽の通じた他者との交流を促進させる.	 

	 本研究では,Twitter のフォロワーという関係を

利用し,Twitter で普段つぶやくのと同じ要領で,

友達と音楽の共有し,音楽を通じてコミュニケー

ションのきっかけをつかめるサービス「ツイミ

ュー」の提案とプロトタイプの開発を行った.	 

2.サービスコンセプト	 
	 「ツイミュー」は,以下の二つのキーコンセプ

トから構成されている.	 

⑴”What	 are	 you	 listenning	 now?”	 

「今,何を聞いているの?」	 

⑵リスナーが日常的に聴いている音楽をつぶ	 	 

やきの延長上で伝搬・拡散させる	 

	 コンセプト(1)は,Twitter のサービス開始時か

ら同サービスのコンセプトとなった質問”What	 

are	 you	 doing?”「今何してる?」から音楽に関

連づけた.[2]フォローしている人が現在聴いて

いる曲を聴くことができる.	 

コンセプト(2)では,音楽を聴きながら Twitter

を利用することで,いつの間にか,友達の好きな

音楽を聴いていたといった,自然にに友達と音楽

を共有できる.	 

	 また,友達から伝わってきた曲を更につぶやき

で拡散させる事で,自分の好きな曲をフォロワー

で無い人にもフォロワー同士の繋がりによって,

聴いているといった状態ができる.	 
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図 1	 「ツイミュー」サービス構成図	 
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3.「ツイミュー」のプロトタイプ	 

	 「ツイミュー」プロトタイプサービスでは,音

楽に特化した Twitter クライアントとして構築

している.	 

Twitter の基本機能に加え,前項で上げたコンセ

プトを満たす機能がある.	 

	 

3.1.音楽プレイヤー機能	 

	 「ツイミュー」では,Twitter の基本機能に付

随し,音楽プレイヤーとしての機能を果たす.	 

	 Twitter の OAuth 認証を用い,サービスデータ

ベースとの関連付ける.(図 1-①)ユーザが作成し

たプレイリストを取得し,プレイリストに指定し

てある曲を,トラック順に並べ替えプレイヤーに

予約する.予約されたリストの一番目から曲の再

生を行う.	 

	 曲の取得にはストリーミングサービス(プロト

タイプでは youtube)を用いる.曲の再生終了時に

曲の ID からストリーミングサービスを経由し,

曲をリクエストする.取得した楽曲を本サービス

上で再生する.(図 1-②)	 

	 「ツイミュー」は,通常の音楽プレイヤーとし

て利用される事を想定している.	 

	 

3.2.つぶやきに連動した曲の伝搬	 

「ツイミュー」では,「つぶやく人」のフォロワ

ーは,「つぶやく人」がつぶやいたタイミングで

「つぶやく人」の聴いている曲がフォロワーの

音楽プレイヤーに予約される.このことでコンセ

プト(2)を満たした.	 (図 1-③)また,その時にフ

ォロワーの聞いている曲の次の曲に割り込んで

予約する事で,コンセプト(1)を満たした.	 

	 「ツイミュー」を利用しているユーザが聴いて

いる曲は,常にデータベース上で保存され,タイ

ムラインにつぶやきが表示されると同時に,フォ

ロワーが聴いていた曲の情報を取得する.(図 2)	 

	 これにより,日常的に音楽を聴いていたらいつ

の間にかフォロワーは,つぶやく人が聴いていた

音楽をいつの間にか聴いているといった体験を

提供し,Twitter のフォロワー同士の音楽をきっ

かけとしたコミュニケーションを促す.	 

	 なお,「ツイミュー」では,ユーザの購入曲では

なく,ストリーミングサービスを利用し曲を再生

している.	 	 理由は,著作権問題からつぶやきで

の拡散時に,ユーザの所有していない曲を再生す

る事が困難であるためだ.	 

	 「ツイミュー」のプロトタイプサービスで

は,youtube を活用している.	 

	 

4.おわりに	 

	 本論では,	 Twitter のフォロワーという関係を

利用し,Twitter で普段つぶやくのと同じ要領で,

友達と音楽の共有し,音楽を通じてコミュニケー

ションのきっかけをつかめるサービスの提案と

プロトタイプの開発を行った.	 

	 今後の展望として,「ツイミュー」の早期リリ

ースを進める他,この音楽 Twitter クライアント

のフレームワーク上に追加できるような,フォロ

ワー同士でのライブエンターテイメント体験を

提供するサービスの提案と開発を行って行く.	 
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図 2	 「ツイミュー」構築部の詳細	 
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